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●外来患者数／2,934人●紹介患者率／10.2％
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医療法人 尚腎会

①牡羊座・子年・Ａ型
②ショッピング
③学会等での発表を積極的にされてお
り、職員皆さんが勉強、研究をたくさんさ
れているという印象を持っていました。
④久し振りの現場復帰でご迷惑をおかけ
していますが、多くの知識、技術を習得で
きるよう頑張ります。

①魚座・辰年・Ａ型
②読書
③きれいで、清潔感のある病院だと感じ
ました。
④精一杯頑張りたいと思っていますの
で、どうぞよろしくお願いします。

北
添 

健（
臨
床
工
学
技
士
）

平
成
26
年
7
月
24
日
生
ま
れ

　
　

湊
士（
み
な
と
）く
ん

松田 由美（透析室看護師）
平成25年12月20日生まれ

典士（ふみと）くん

横山 雄三（病棟介護福祉士）
横山 直子（病棟看護師）
平成25年4月4日生まれ

明日菜（あすな）ちゃん（左）

臨床工学技士

片岡
かたおか たつや

達也

臨床工学技士

藤村
ふじむら まいこ

麻衣子
①蟹座・卯年・Ａ型
②ショッピング
③キレイで開放感のあるロビーが印象的
でした。
④透析は初めてで分からないことが多
く、迷惑をかけますが、よろしくお願いし
ます。

透析室看護師

岡林
おかばやし ゆきこ

由希子

①牡牛座・午年・Ｏ型
②以前は一年間に100冊以上の本を読
むことでした。今は歳をとってそれも無
理になりました。歩くことかな？
③きれい（病院が）。職員の方々がやさし
い・仲が良いと思います。それはどうして
だろうと思います。
④「人生なるようになる」と最近は考えて
います。そう考えると気持ちが楽になり
ます。気持ち良くすごしたいといつも考
えています。

①魚座・卯年・Ａ型
②釣り
③とても明るく、綺麗な病院だと思いま
した。
④初めての職種で、ご迷惑をかける事も
あるかと思いますが、日々勉強し、一生懸
命頑張ります。よろしくお願いします。

安芸医事課

堀川
ほりかわ けんた

健太

安芸介護支援専門員

近藤
こんどう たみ

多美
①双子座・未年・Ａ型
②カラオケ
③スタッフが優しく、患者さんに親切で雰
囲気のいい病院だと思いました。
④技士としての経験が浅く未熟ですが、
一生懸命頑張りますのでよろしくお願い
します。

①獅子座・酉年・Ａ型
②映画鑑賞
③広くてキレイな病院だと思いました。
④患者様、入居者様達に毎日おいしい食
事を召し上がって頂けるように頑張りた
いと思います。

給食調理員

山下
やました あやこ

絢子

安芸臨床工学技士

山本
やまもと きほ

希穂

①牡羊座・午年・Ａ型
②旅行
③1階は広くて、きれいで、まるでホテル
のロビーのような感じでした。受付の方
も丁寧で良い感じを受けました。
④歳を重ねましたが、若い方達と一緒に
働けることに感謝し、一生懸命、努めたい
と思っています。宜しくお願いします。

①天秤座・子年・Ａ型
②小説を読む
③きれいな環境と設備、親切で明るい職
員さんたち。職員にとっても利用者さん
にとっても素敵な施設だと思います。
④私は介護職に就くために職業訓練で三
か月間学び、初任者研修を経て介護事務
の資格を取得しました。これから少しでも
利用者さんのお役に立てるよう、精一杯
がんばりたいと思います。

はるか介護職員

森本
もりもと くみこ

久美子

はるか介護職員

下元
しももと いつこ

逸子
①天秤座・申年・Ｂ型
②旅行
③広くて、綺麗な病院だと思いました。
④初めて経験する仕事なので、ご迷惑を
おかけする事もあるかと思いますが、頑
張りますのでよろしくお願いします。

本院医事課

宮﨑
みやざき えり

エリ

①水瓶座・亥年・Ｏ型
②雑貨屋めぐり
③ロビーがとても広く、明るく、開放感が
あり、事務所も東の窓からの景色も良く、
すてきな印象を受けました。
④若くはないですが、微力ながらも頑張
って参りますのでよろしくお願いします。

総務部事務職員

門田
かどた かずよ

和世

透析室看護師
藤村 舞
さ ん

（旧姓：山﨑）

9月9日
入籍

手術室看護師
川村 舞鈴
さ ん

（旧姓：西森）

11月29日
入籍

管理部事務職員
中平 仁史
さ ん

12月2日
入籍

ご結婚おめでとうご結婚おめでとう

ご出産おめでとうご出産おめでとう

①星座・干支・血液型
②趣味
③病院の印象
④自己PR
※部署別に掲載

ニュー
フェイス
紹　介
2 0 1 4 . 1 0 . 1

▼
2 0 1 4 . 1 2 . 3 1

管理栄養士
西内 侑
さ ん

（旧姓：川田）

11月4日
入籍
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医療法人 尚腎会

◆開設40周年の節目を迎えて

◆開設40周年記念祝賀会

◆40年間を振り返って

◆患者さんからの言葉

◆開設40年 スタッフのあゆみ

◆訪問看護・居宅介護紹介

◆職場探訪

◆地域包括ケア病床のご案内

◆人生いろいろすずなりリレー

◆永年勤続表彰式

◆学会・研究会発表実績

◆ニューフェイス紹介

◆ご結婚・ご出産おめでとう

開　設
40周年
記念号

1階ロビー新年ご挨拶の正月飾り



多くの人に感謝して
そして、次の節目に向かって

医療法人尚腎会 理事長　寺尾 尚民

開設40周年の節目を迎えて

　
私
は
、こ
の
祝
賀
会
で
上
映
す
る「
高
知

高
須
病
院
40
周
年
の
歩
み
」の
ス
ラ
イ
ド
の

依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

　
高
知
高
須
病
院
の
歴
史
や
楽
し
か
っ
た
行

事
、そ
し
て
現
在
の
職
員
の
写
真
を
撮
り
、

「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」、「
あ
り
が
と
う
」な

ど
計
3
曲
を
挿
入
し
、約
15
分
の
D
V
D
が

完
成
し
ま
し
た
。

　
歌
詞
と
写
真
を
合
わ
せ
る
な
ど
、こ
だ
わ

り
か
ら
消
灯
時
間
を
過
ぎ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、参
加
者
か
ら
は「
良
か
っ
た
よ
」

と
た
く
さ
ん
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、苦
労

が
報
わ
れ
ま
し
た
。

　
1
枚
1
枚
の
写
真
か
ら
、昔
を
思
い
出
し

た
り
、若
か
り
し
姿
を
笑
っ
た
り
、そ
し
て

「
現
在
の
私
た
ち
」と
最
後
に
入
れ
た
各
部

署
の
み
ん
な
の
写
真
を
見
て
い
る
と
、こ
ん
な

に
多
く
の
職
員
が
尚
腎
会
を
支
え
、そ
の一

員
で
あ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、職
員
一丸
と
な
って
頑
張
って
い

き
ま
し
ょ
う
！

　
※
今
回
の「
開

設
40
周
年
記
念

号
」で
は
、本
ス
ラ

イ
ド
の
画
像
を

使
用
し
て
い
ま

す
。

1
枚
1
枚
の
写
真
か
ら
伝
わ
る
職
員
の
思
い

そ
の一
員
で
あ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
　
　
　
副
看
護
部
長
　
前
川 

三
智
子

開設40周年記念

祝賀会

リ
ニッ
ク
を
開
設
、そ
の
後
、病
院
へ
増
築
。ま

た
、安
芸
診
療
所
、南
診
療
所
、室
戸
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
開
設
。以
後
、本
院
の
新
築
移
転
。そ

し
て
安
芸
診
療
所
増
築
。更
に
本
院
増
築
に

て
透
析
室
、そ
の
後
、老
人
ホ
ー
ム〝
は
る
か
〞

開
設
等
々
が
施
設
面
で
の
発
展
の
経
過
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、内
容
的
に
は
泌
尿
器
科
診
療
及
び

透
析
医
療
、さ
ら
に
糖
尿
病
を
含
む
慢
性
腎

臓
病
の
専
門
的
医
療
に
特
化
し
、実
施
し
て

参
り
ま
し
た
。

　
こ
の
経
過
に
お
い
て
、県
下
全
般
に
お
け

る
専
門
的
医
療
の
提
供
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、特
に
、こ
の
領
域
で
の
医
療
過
疎
と
も
言

え
た
県
東
部
地
域
への
展
開
と
そ
の
貢
献
度

は
大
き
か
っ
た
と
、皆
さ
ん
と
共
に
自
画
自

賛
し
た
い
所
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
歩
み
を
辿
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、こ
れ
か
ら
の
10
年
を
如
何
に
し
て
乗
り

切
っ
て
行
く
べ
き
か
。そ
の
最
も
重
要
な
目

標
は
よ
り
強
固
な
組
織
作
り
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
大
切
な
も
の
は
、皆
さ
ん
方

の
気
持
ち
、心
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。立

ち
向
か
っ
て
行
く〝
熱
き
ハ
ー
ト
〞こ
そ
が
、

こ
れ
か
ら
の
尚
腎
会
を
支
え
る
根
幹
で
あ
る

と
思
って
い
ま
す
。

　
今
月
、尚
腎
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
て「
透
析
室
業
務
の
改
善
パ
ー
ト
2
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。主
と
し
て
看
護
部
と
臨

床
工
学
部
が
如
何
に
協
力
し
合
え
る
か
、と

い
う
の
が
主
目
的
で
あ
り
、昨
年
に
引
き
続

い
て
2
回
目
の
会
で
し
た
が
、そ
れ
な
り
に

共
同
作
業
も
増
加
し
、協
力
関
係
も
よ
り

強
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、加
え

て
、こ
の
会
の
参
加
者
等
に
よ
る
大
変
活
発

な
発
言
が
あ
り
、熱
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。前
向
き
で
、且
つ
、そ
の〝
熱

さ
〞を
新
年
早
々
に
感
じ
ら
れ
た
事
は
、大

変
、嬉
し
く
力
強
く
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
今
年
か
ら
、更
に
次
の
10
年
に
向
か
っ
て

〝
熱
き
ハ
ー
ト
〞を
持
っ
て
尚
腎
会
の
組
織

風
土
醸
成
の
向
上
と
発
展
へ
と
共
に
歩
ん
で

頂
き
た
い
！
と
心
か
ら
念
願
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
2
0
1
5
年
1
月

　
10
年
と
い
う
の
は
、よ
く
一つ
の
節
目
、区

切
り
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
医

療
法
人
尚
腎
会
も
40
年
目
と
な
れ
ば
、そ
れ

な
り
に
重
み
も
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

し
ょ
う
。

　
今
、こ
の
時
を
迎
え
て
感
じ
ま
す
こ
と
は
、

人
、人
、人
と
い
う
言
葉
で
あ
り
ま
す
。そ
れ

は
、院
内
の
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
て
来
た
こ
と

は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、院
外
か
ら
も
大

変
、力
強
い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
来
た
事
に
、

唯
、感
謝
と
い
う
言
葉
、思
い
が
あ
る
の
み
で

す
。

　
先
日
、或
る
医
療
関
係
の
方
か
ら
質
問
さ

れ
た
の
で
す
が「
こ
の
40
年
と
言
う
の
は
、短

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
、長
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
？
」と
。私
は
即
座
に「
短
か
っ
た
か
な
」と

答
え
ま
し
た
。が
後
で
考
え
直
せ
ば
、短
く

も
あ
り
、長
く
も
あ
り
、と
いっ
た
所
で
、長

く
感
じ
ら
れ
た
時
は
し
ん
ど
い
時
で
あ
り
、

短
か
っ
た
時
は
良
い
時
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、40
年
前
に
高
須
ク

　平成26年10月28日、ザクラウンパレス新阪
急高知にて、「高知高須病院開設40周年記
念祝賀会」がおこなわれました。
　祝賀会は、本来ならば寺尾尚民理事長の
ご功績を感謝する祝賀会ですが、寺尾理事
長からは、「今日まで病院が発展できたのは、
職員のおかげ。参加しているみんなでお祝い
の会として楽しんで下さい」とのお言葉があり
ました。

　来賓の高知大学医学部病理学講座教授
の降幡睦夫先生や寺尾理事長の同級生の
近森一正糖尿病内科部長からの祝辞のあ
と、寺尾理事長、湯浅健司院長へ記念品の
贈呈が行われました。
　そのなかで上映された「高知高須病院40
周年の歩み」を振り返るスライド。
　制作者の前川副看護部長に、スライドに込
めた思いなどを聞きました。

左から寺尾理事長、寺尾副理事長、尾﨑高知県知事夫人、池辺副理事長
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M e m o r i e s

H i s t o r y

社
会
の
出
来
事
等

1974
（昭和49年）

10
月
1
日

　
「
高
須
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
病
床
数
19
床
）と
し
て

　

開
設

10
月
14
日

　
「
高
須
ク
リ
ニ
ッ
ク
」診
療
開
始

◎
長
嶋
茂
雄
選
手（
巨
人
）現
役
引
退 

◎
田
中
金
脈
問
題
で

　

田
中
角
栄
首
相
辞
任

　

三
木
武
夫
内
閣
発
足

1989
（平成元年）

1
月

　

体
外
衝
撃
波
尿
路
結
石
破
砕
装
置
導
入

12
月
8
日

　

附
属
南
診
療
所
診
療
開
始

◎
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

◎
天
安
門
事
件 

◎「
消
費
税
法
」施
行

　

３
％
の
消
費
税
を
実
施

2002
（平成14年）

6
月
1
日

　

高
知
高
須
病
院　

大
津
の
新
病
院
へ
移
転

9
月

　

第
１
回
糖
尿
病
教
室
開
催

◎
２
０
０
２

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　

日
本
・
韓
国
共
同
開
催

2010
（平成22年）

10
月

　

附
属
安
芸
診
療
所
透
析
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

11
月

　

5
階
透
析
室（
透
析
室
3
）稼
働
開
始

◎
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
か
ら

　
「
は
や
ぶ
さ
」が
帰
還

◎
尖
閣
諸
島
で
中
国
漁
船
が

　

巡
視
船
に
衝
突
ビ
デ
オ
流
出
騒
ぎ
も

2012
（平成24年）

5
月

　

附
属
安
芸
診
療
所
増
築
・
耐
震
工
事
完
了

7
月

　

室
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
透
析
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

◎
衆
院
選
で
自
公
が
政
権
奪
還

　

第
２
次
安
倍
内
閣
発
足
へ

◎
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
山
中
伸
弥
教
授
に

　

ノ
ー
ベ
ル
賞

1998
（平成10年）

6
月

　

高
知
高
須
病
院
に
て

　

患
者
送
迎
バ
ス
運
行
開
始（
う
ら
ら
高
須
）

9
月

　

集
中
豪
雨
に
よ
る
大
水
害
発
生

11
月

　

第
１
回
高
須
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開
催

◎
第
18
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　

長
野
大
会
が
開
幕

◎
和
歌
山
毒
物
カ
レ
ー
事
件
発
生

2014
（平成26年）

3
月

　

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る

　

病
院
機
能
評
価3rdG

:Ver.1.0

認
定

10
月
1
日

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
か
す
・

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
た
か
す
開
設

12
月
1
日

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
あ
き
開
設

◎
消
費
税
が
5
％
か
ら
8
％
へ

　

引
き
上
げ
消
費
増
税
は
17
年
ぶ
り

◎
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に

　

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
開
発
し
た

　

赤
崎
勇
、天
野
浩
、中
村
修
二
の
３
氏

◎
衆
議
院
議
員
解
散
総
選
挙

　

与
党
が
議
席
数
の
3
分
の
2
を
維
持

◎
御
岳
山
噴
火
、広
島
県
土
砂
災
害
な
ど
の

　

大
規
模
自
然
災
害
発
生

1981
（昭和56年）

7
月

　

院
内
保
育
所
開
設

8
月
1
日

　

附
属
安
芸
診
療
所
診
療
開
始

◎
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
氏
が

　

第
40
代
米
大
統
領
に
就
任

◎
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
三
浦
和
義
氏
の

　

妻
・一
美
さ
ん
が
撃
た
れ
、

　

現
金
強
奪
さ
れ
る

1975
（昭和50年）

4
月

　

夜
間
透
析
開
始

◎
南
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
イ
ゴ
ン
政
府
降
伏

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

2000
（平成12年）

11
月
11
日

　

室
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
診
療
開
始

◎
雪
印
乳
業
集
団
食
中
毒
事
件
発
覚

◎
高
橋
尚
子
選
手
が

　

日
本
の
女
子
陸
上
競
技
と
し
て

　

初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

　
（
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
） 

2015
（平成27年）

2
月
1
日

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
き
開
設

◎
フ
ラ
ン
ス
紙
襲
撃
テ
ロ
事
件
発
生

◎
イ
ス
ラ
ム
国
、日
本
人
2
人
を

　

人
質
に

2003
（平成15年）

1
月

　

地
域
の
方
へ
腎
臓
の
勉
強
会
と
し
て

　

第
１
回
そ
ら
ま
め
教
室
開
催

◎「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」が

　

第
75
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
長
編
ア
ニ
メ

　

映
画
賞
を
受
賞

◎
郵
政
事
業
庁
が
日
本
郵
政
公
社
に

2004
（平成16年）

3
月

　

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る

　

病
院
機
能
評
価V

er4.0

認
定

◎
新
潟
県
中
越
地
震（
M
6.8
）発
生

◎
ア
テ
ネ
五
輪
で
日
本
大
活
躍

　

北
島
康
介
選
手
の

　
「
チ
ョ
ー
気
持
ち
い
い
」が
流
行
語
に

1980
（昭和55年）

7
月

　

医
療
法
人
と
な
り
診
療
所
か
ら
病
院
へ

　
（
病
床
数
52
床
）

◎
初
の
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機

　
「
ゲ
ー
ム
&
ウ
オ
ッ
チ
」、

　

ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
発
売

1982
（昭和57年）

9
月

　

附
属
安
芸
診
療
所
に
て

　

患
者
送
迎
バ
ス
運
行
開
始

◎
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン

　

火
災
事
故
33
人
死
亡

1991
（平成3年）

10
月
21
日

　

生
体
腎
移
植
実
施（
県
内
民
間
病
院
初
）

◎
湾
岸
戦
争
勃
発

◎
東
京
都
港
区
芝
浦
に

　

ジ
ュ
リ
ア
ナ
東
京
オ
ー
プ
ン

2011
（平成23年）

4
月
1
日

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
る
か
開
設

◎
東
日
本
大
震
災
発
生

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

◎
サ
ッ
カ
ー
女
子
Ｗ
杯

　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
世
界
一

1987
（昭和62年）

4
月

　
「
高
須
ク
リ
ニ
ッ
ク
」よ
り

　
「
高
知
高
須
病
院
」に
名
称
変
更

◎
国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
、

　

JR
グ
ル
ー
プ
7
社
が
発
足

◎
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で

　

史
上
最
大
の
株
価
暴
落

2006
（平成18年）

12
月

　

泌
尿
器
科
内
視
鏡
手
術
用

　

ホ
ル
ミ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
導
入

◎
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
で
ラ
イ
ブ
ド
ア
の

　

堀
江
貴
文
社
長
逮
捕

◎
ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

　
「
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
」が
流
行
語
に

2009
（平成21年）

3
月

　

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る

　

病
院
機
能
評
価V

er5.0

認
定

◎
第
44
代
米
大
統
領
に

　

バ
ラ
ク
･
オ
バ
マ
氏
が
就
任

　

米
史
上
初
の
黒
人
大
統
領　

◎
衆
院
選
で
民
主
党
勝
利
、政
権
交
代
へ

　

鳩
山
内
閣
発
足

尚
腎
会
の
沿
革

送迎バス運行開始（1982.9）
　附属安芸診療所にて、透析
患者送迎バスの第1号が運行
を開始した。
　通院途中の患者さんが事故
を起こしたことを機に、寺尾理事
長が導入を決断したものであ
る。
　現在、本院・分院合わせ、送
迎バスは計21台。本院の送迎
バスには「うらら」、「あすか」な
どの名称がついている
　名称の由来は、バス導入時
のＮＨＫ朝の連続テレビ小説か
らきている。もし、昨年導入され
ていたら、「エリー」だった？

県内民間病院初 生体腎移植実施（1991.10）
　張り詰めた空気の中、母から娘への生体腎
移植手術が行なわれた。民間病院としては県
内初、四国県内でも３例目の実施である。
　４時間におよぶ手術は順調に進み、術後の経
過も良好。患者さんからの「尿、出ていますか」と
の問いに、「出ていますよ」とウロガードを見せて
あげた。
　その時のなんともうれしそうな表情！これが腎
移植だ、生きる喜びなんだと、職員一同、より良
い医療の提供に向け、気持ちを新たにするので
あった。

室戸クリニック診療開始
（2000.11）
　昭和56年、東部透析患者さんの
負担軽減のため、「附属安芸診療
所」が開設された。
　それから、20年後。県東部医療
の最前線基地として、「室戸クリニ
ック」が開設された。初代院長は宮
本信昭先生。
　当初は附属安芸診療所からの
患者さん6人から始まった。
　患者さんからの「透析後でも自
宅に帰ってから用事ができる」、
「広 と々した病院で気持ちいい」と
の声に一安心。

40年間を振り返って

※2階透析室にある時計（写真中央）は南
診療所開設時、1階ロビーにある時計（写
真右）は大津移転時に贈呈されました。当
院の大きな節目ごとに誕生した振り子時
計たちです。

　職員食堂「北山亭」にあるネジ巻き式
振り子時計（写真左）。開設当時からの40
年間、時を刻みながら、病院でおこった出
来事や職員の一人一人を温かく見守って
きました。
　これからも尚腎会の歴史とともに、静か
に時を刻んでいくことでしょう。

時を刻む振り子時計

　見渡せば水田ばかり。周囲の心
配をよそに「高須クリニック」が開
設された。
　コメディカルスタッフ12人、透析
患者数は5人であった。
　当時を知る職員は語る。「当初
は、外来患者も少なく、極めて暇だ
った」と。
　しかし、ここから、患者さんのこと
を第一に考えた医療提供とともに、
尚腎会40年の歴史が始まったの
である。

　９月24日、宵の口から降り始めた雨は
雷を伴い、時とともに激しくなった。翌25
日、高須周辺は池のようになり、病院内は
約60センチの冠水。
　そのような中、胸までぞぶりながら一
人、また一人と職員がかけつける。
　入院患者さんへの対応をする者、透
析患者さんへ電話をかける者、施設を
点検する者など、病院再開に向け、みん

ながひとつになった。
　結果、25日夕方から透析を開始、28日
には外来患者への対応が可能となる。
　豪雨災害では、検査機器類が全滅す
るなど、経済的損失は大きいものであっ
た。しかし、それにも増して、職員の団結
や業者の方々からの協力など、皆の「病
院を思う気持ち」を感じることができた。
これがなによりの財産であった。

「高須が池になっちゅう」98豪雨（1998.9）

高須クリニック開設
（1974.10.1）

平
成
3
年
10
月
31
日
付

高
知
新
聞
朝
刊
よ
り

室戸クリニック

病院駐車場が冠水、ゴムボートも出動した
（旧病院から撮影）

大津 新病院へ移転（2002.6）
　高知市大津に免震構造を持つ
新しい病院が建築された。高須に
あった高知高須病院（本院）が南
診療所と併合し、移転したものであ
る。
　新病院のコンセプトは「ゆとり」、
「安らぎ」、そして「安全」。また、
「病院らしくない建物」にもこだわっ
た。
　例えば、外壁の一、二階部分は
インド砂岩でできており、柔らかく、
温かい雰囲気を醸し出している。
　またホテルのような受付ロビー
は、カーテン、家具類など、寺尾副
理事長があつらえたものである。
　「患者さんのために」を追求した
ひとつの結果である新病院。寺尾
理事長指導のもと、職員一同、更
なる進化を目指し、努力していくこと
を誓うのであった。
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患
者
さ
ん
か
ら
の
言葉

　

開
設
40
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
、心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

高
須
ク
リ
ニッ
ク
と
し
て
開
設
以

来
、泌
尿
器・腎
疾
患
の
専
門
病
院

と
し
て
、ま
た
、人
工
透
析
治
療
に

お
い
て
は
地
域
で
の
最
初
の
施
設
と

し
て
、数
多
く
の
患
者
さ
ん
の
希
望

を
見
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
も
当
院
に
て
透
析
歴
30
年
を

迎
え
ま
し
た
。透
析
導
入
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
と
、日
々
の
食
事
制

限
、体
重
管
理
、ま
た
透
析
中
の
血

圧
低
下
、体
調
の
急
変
な
ど
、当
時

の
透
析
は
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
思
い

浮
か
び
ま
す
。

　

趣
味
だ
っ
た
ゴ
ル
フ
は
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
が
、今
は
年
に
数
回
の

旅
行
と
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。こ
れ
も
寺
尾
尚
民
理
事

長
は
じ
め
医
師
、看
護
師
、技
士
な

ど
、多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
献
身
的
な
治

療
と
看
護
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

常
に
先
進
医
療
へ
の
取
組
み
、最

新
医
療
機
器
の
導
入
な
ど
、患
者
さ

ん
の
良
き
理
解
者
と
し
て
、身
体
へ

の
負
担
の
軽
減
、社
会
復
帰
、自
立

支
援
な
ど
、そ
の
努
力
に
は
頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。

　

ま
た
2
0
0
2
年
に
新
設
さ
れ

ま
し
た
建
物
は
、近
い
将
来
予
想
さ

れ
て
い
る
南
海
地
震
に
も
耐
え
う
る

免
震
構
造
で
、安
全
で
安
心
し
て
治

療
の
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
と
し

て
そ
の
役
割
が
大
き
く
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
40
周
年
を
機
に
地
域
の
総

合
医
療
機
関
と
し
て
、ま
た
腎
疾

患・人
工
透
析
患
者
の
治
療
施
設
の

要
と
し
て
高
知
高
須
病
院
の
益
々
の

躍
進
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

透析歴30年
希望を見出した最初の施設

　

高
知
高
須
病
院
、開
設
40
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
透
析
8
年
目
に
な
り
ま
し

た
。中
学
生
の
頃
か
ら
腎
臓
が
悪

く
、入
院
し
た
事
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、特
に
具
合
が
悪
い
と
感
じ
る
事

は
な
く
、何
年
も
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。子
供
も
中
学
生
に
な
り
、自
分

の
時
間
が
で
き
た
の
で
パ
ー
ト
の
仕

事
を
始
め
た
と
こ
ろ
、体
が
重
く
、

息
も
苦
し
く
て
、咳
が
止
ま
ら
な
く

な
り
、病
院
に
行
き
ま
し
た
。

　
「
腎
不
全
で
す
。間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。」と
先
生
か
ら
聞
い
た
時
は
、

頭
が
ま
っ
白
に
、目
の
前
が
ま
っ
暗
に

な
り
ま
し
た
。透
析
の
準
備
と
い
う

こ
と
で
、本
院
に
入
院
し
ま
し
た
。

「
腎
臓
が
悪
い
事
は
わ
か
っ
ち
ょっ
た

に
、何
で
も
っ
と
大
事
に
せ
ん
か
っ
た

ろ
う
」と
激
し
い
後
悔
、自
分
の
人

生
が
終
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
毎

日
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、ふ
と
目
に
し
た
病
院

の
記
念
誌
に
、患
者
に
向
け
て
の

「
く
じ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
」と
い
う

一
文
を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
れ
を
読

ん
だ
時
、や
っ
と
目
が
覚
め
、現
実
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た

り
、い
ろ
い
ろ
な
事
を
思
い
出
し
ま
し

た
。楽
し
い
事
ば
か
り
で
は
な
く
、つ

ら
い
事
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、そ
の

時
々
で
い
ろ
ん
な
方
々
に
励
ま
さ
れ

て
、支
え
ら
れ
て
き
た
8
年
間
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
も
た
ま
に
透
析
中
に「
私
、

何
で
こ
ん
な
事
に
な
っ
た
ろ
う
」と

思
う
事
が
あ
り
ま
す
。で
も
そ
れ
は

後
悔
で
も
現
実
逃
避
で
も
な
く
、自

分
の
病
気
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

確
認
作
業
で
す
。

　

以
前
は
安
芸
ま
で
透
析
に
通
っ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、今
で
は
室
戸
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
私
達
に
と
って
唯
一無
二
の
病

院
で
あ
り
続
け
て
下
さ
い
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

記念誌の一文に目覚め
支えられた8年間

南
部

進
さ
ん

栗
林

生
香
さ
ん

　

私
は
、平
成
元
年
3
月
に
入
職

し
、10
年
ほ
ど
で
病
棟
か
ら
透
析
室

勤
務
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
透
析
室
で
は
、プ
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
排
水
を
各
ベッ
ド
サ
イ
ド
に

置
い
た
バ
ケ
ツ
に
受
け
て
い
ま
し
た
。

旧
病
院
の
透
析
室
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
、夜

間
透
析
終
了
後
、た
く
さ
ん
の
プ
ラ

イ
ミ
ン
グ
用
バ
ケ
ツ
を
洗
っ
て
、ピ
ラ

ミ
ッ
ド
干
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

冬
の
寒
い
夜
に
、吹
き
さ
ら
し
の
ベ

ラ
ン
ダ
で
、い
く
つ
も
バ
ケ
ツ
を
洗
い

な
が
ら「
寒
い
な
あ
、で
も
今
日
も

無
事
終
わ
っ
た
な
あ
。」と
、実
感
で

き
る
ひ
と
と
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

2
、3
年
し
て
臨
床
工
学
技
士
さ

ん
に
よ
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
排
水
シ
ス

テ
ム
が
設
置
さ
れ
、バ
ケ
ツ
を
洗
う
こ

と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
も

透
析
機
器
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、

様
々
な
こ
と
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、患
者
さ
ん

に
関
わ
る
職
員
の
心
だ
け
は
変
わ
ら

な
い
も
の
だ
と
感
じ
な
が
ら
、今
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
か
ら
病
院
へ
と
大
き
く

成
長
し
て
き
た
過
程
で
、就
職
し
て

35
年
の
私
に
は
た
く
さ
ん
の
事
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
診
療
所
時
代
に
当
直

で
困
っ
た
時
に
、早
朝
深
夜
に
も
関

わ
ら
ず
寺
尾
理
事
長
が
す
ぐ
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
こ
と
、祝
日
勤
務
の

時
ラ
ー
メ
ン
を
買
っ
て
く
れ
て一
緒
に

食
べ
た
こ
と
、透
析
患
者
さ
ん
が
増

え
、病
室
2
部
屋
で
透
析
し
た
こ
と

…
な
ど
な
ど
。

　

そ
し
て
、最
も
心
に
残
る
事
は
水

害
で
す
。厨
房
浸
水
の
た
め
、看
護

師
と
保
母
が
3
階
の
透
析
室
で
調

理
し
、入
院
患
者
さ
ん
に
食
事
が
提

供
で
き
、喜
ん
で
も
ら
え
た
時
の
こ

と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。病
院
の
損

害
は
大
き
か
っ
た
で
す
が
、病
院・患

者
さ
ん
へ
の
職
員
の
思
い
と
絆
を
強

く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
知
高
須
病
院
に
就
職
し
て
22

年
。

　

就
職
し
た
ば
か
り
の
時
は
保
育
園

児
だ
っ
た
3
人
の
子
供
達
も
今
は
立
派

（
？
）な
社
会
人
と
な
り
、1
人
は
結
婚

し
2
人
の
子
持
ち
。な
の
で
私
も
2
人

の
孫
を
も
つ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
は
透
析
室
、手
術
室
を
経
て
、現

在
外
来
勤
務
で
す
が
、患
者
さ
ん
と
の

何
気
な
い
や
り
取
り
に一喜
一憂
す
る
毎

日
。今
後
も
患
者
さ
ん
の
た
め
に
よ
り

よ
い
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、私
が
就
職
し
た
時
2
歳
だ

っ
た
娘
が
、部
署
は
違
い
ま
す
が
、同
じ

職
場
で
働
い
て
い
る
と
い
う
事
が
今
一番

嬉
し
く
幸
せ
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

娘
共
々
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

Message

看護管理室　教育師長
安井 美恵

透析室　看護師
吉川 美弥子

外来　看護師
依光 真由美

　

開
設
40
周
年
を
迎
え
た
今
年
、

私
は
高
須
病
院
の
薬
剤
師
と
な
っ
て

16
年
が
経
ち
ま
し
た
。そ
の
間
に
大

津
へ
の
移
転
、電
子
カ
ル
テ
や
調
剤
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、機
能
評
価
、薬
剤
部

念
願
の
院
外
処
方
箋
発
行
、病
棟

薬
剤
業
務
の
開
始
等
多
く
の
新
し

い
業
務
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

薬
剤
部
は
常
に
薬
剤
師
不
足
と

メ
ン
バ
ー
交
代
を
繰
り
返
し
て
い
た

た
め
、業
務
面
で
は
大
変
な
こ
と
が

多
か
っ
た
で
す
が
、院
内
旅
行
や
忘

年
会
な
ど
の
楽
し
い
時
間
も
あ
り
、

薬
剤
部
ス
タ
ッ
フ
は
も
と
よ
り
様
々

な
部
署
の
方
の
お
か
げ
で
、様
々
な

病
院
の
変
化
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
思
って
い
ま
す
。

　
い
つ
も
後
ろ
か
ら
つ
い
て
い
く
ば
か

り
で
し
た
が
、今
後
は
医
薬
品
適
正

使
用
に
向
け
て
先
頭
に
立
っ
て
い
け

る
よ
う
な
薬
剤
部
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

開設40年 スタッフのあゆみ
苦労のバケツ洗い

薬剤部　薬剤師
竹内 文乃

先頭に立っていける
薬剤部を目指す

成長した娘と共に
働ける喜び

水害に負けなかった患者さんとの絆

親子でツーショット
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高
知
高
須
病
院
に
入
職
し
て
早

い
も
の
で
33
年
と
い
う
年
月
が
経
ち

ま
し
た
。若
か
っ
た
私
も
あ
と
少
し

で
定
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

最
初
は
病
棟
か
ら
の
勤
務
と
な

り
、検
温
に
行
っ
た
時
の
事
で
す
。脈

拍
測
定
で
患
者
さ
ん
の
手
首
に
触
っ

た
時
び
っ
く
り
し
て
自
分
の
手
を
引

っ
込
め
て
し
ま
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
シ
ャ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
す
。

　

今
は
そ
れ
を
作
製
す
る
介
助
の

側
に
な
り
、手
術
室
で
の
勤
務
が
最

も
長
く
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ン
ト
の
手
術
は
基
本
的
に
は

変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
せ
ん
が
、泌

尿
器
で
は
開
腹
手
術
が
少
な
く
な

り
今
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
手
術
す
る
時

代
に
変
わ
って
い
ま
す
。

　

あ
と
少
し
の
高
知
高
須
病
院
で

の
勤
務
と
な
り
ま
す
。看
護
師
人

生
が
悔
い
な
く
、充
実
し
た
物
に
な

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
が
入
職
し
て
か
ら
の
21
年
間
を
振

り
返
って
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
職
当
初
、病
棟
に
配
属
さ
れ
、先

輩
の
指
導
の
下
、泌
尿
器
科
特
有
の
専

門
用
語
や
業
務
内
容
を
習
得
す
る
の
に

人
よ
り
倍
以
上
、時
間
が
か
か
っ
た
記

憶
が
鮮
明
に
残
って
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、透
析
室
に
配
属
さ
れ
、勤
務

し
た
10
年
間
で
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、担
当
し
て
い
た
フ
ロ
ア
で
静

脈
側
回
路
の
接
続
部
か
ら
大
量
失
血

し
た
事
故
で
す
。何
が
起
こ
っ
た
の
か
、

ど
う
し
て
起
こっ
た
の
か
分
か
ら
な
い
状

態
で
、と
に
か
く
患
者
さ
ん
の
回
復
を

毎
日
祈
り
な
が
ら
業
務
を
遂
行
し
て
い

た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
の一つ

で
す
。

　

そ
の
頃
か
ら
透
析
治
療
は
リ
ス
ク
が

高
い
治
療
だ
と
い
う
認
識
を
も
つ
よ
う

に
な
り
、医
療
安
全
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
か
ら
は
、医
療
安
全
管
理

室
で
専
従
の
医
療
安
全
管
理
者
と
し
て

尚
腎
会
全
体
の
医
療
安
全
推
進
活
動

を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
患
者
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し

て
医
療
、看
護
、介
護
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、ま
た
医
療
の
質
向
上
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

託
児
所
が
で
き
て
30
年
以
上
に

な
り
ま
す
。病
院
か
ら
少
し
離
れ
た

場
所
に
建
て
ら
れ
た
、プ
レ
ハ
ブ
の
平

屋
か
ら
始
ま
り
、現
在
の
本
院
の
中

に
あ
る
託
児
所
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。

　

プ
レ
ハ
ブ
の
託
児
所
で
の
深
夜
保

育
で
は
、外
の
物
音
に
緊
張
を
し
て

朝
を
迎
え
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、保
育
室

内
の
温
度
管
理
も
難
し
か
っ
た
で

す
。

　

現
在
の
託
児
所
は
病
院
の
中
に

あ
り
、警
備
員
の
人
も
い
る
の
で
怖

さ
は
軽
減
さ
れ
ま
し
た
が
、深
夜
の

物
音
に
は
敏
感
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、託
児
所
は
増
築
し
て
も

ら
い
、温
度
管
理
も
で
き
る
広
い
保

育
室
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
環
境
で

子
ど
も
た
ち
は
大
好
き
な
ア
ン
パ
ン

マ
ン
の
歌
に
合
わ
せ
て
元
気
に
踊
り
、

笑
顔
が
いっ
ぱ
い
で
す
。

　

附
属
安
芸
診
療
所
が
開
院
し
た

翌
年
に
検
査
室
に
採
用
し
て
頂
い

て
、は
や
30
年
余
り
が
経
ち
ま
し

た
。

　

研
修
も
兼
ね
て
、4
ヶ
月
に
1

回
、1
ヶ
月
間
本
院
で
勤
務
、大
津

に
新
病
院
が
移
転
す
る
頃
に
は
本

院
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

臨
床
工
学
技
士
の
資
格
取
得
の

た
め
に
検
査
室
5
人
で
、毎
週
日
曜

日
に
半
年
間
医
大
で
講
義
を
う
け

た
こ
と
、糖
尿
病
チ
ー
ム
で
療
養
指

導
士
受
験
第
1
号
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
、不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、先
生

方
や
友
人
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
無

事
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
息
子
、娘
世
代
の
仲

間
と
共
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

手術室　看護師
藤沢 クミ

医療安全管理室
恒石 真紀

託児所　保育士
福原 真弓

検査部　臨床検査技師
川村 昌子

室戸クリニック　看護師
坂本 明美

在宅部　看護師
山﨑 英代

　

昭
和
62
年
2
月
に
就
職
。透
析

の
仕
事
は
、緊
張
の
連
続
で
す
が
今

日
ま
で
続
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
11
月
に
室
戸
ク
リ
ニッ

ク
の
開
院
が
あ
り
、初
日
よ
り
、一日

お
き
に
、患
者
さ
ん
の
移
動
、透
析

室
の
準
備
な
ど
時
間
に
追
わ
れ
ま

し
た
。

　

印
象
に
残
って
い
る
こ
と
は
、平
成

16
年
10
月
20
日
台
風
23
号
で
、吉

良
川
地
区
が
波
の
影
響
で
通
行
止

め
に
な
っ
た
時
の
事
で
す
。定
時
に
、

患
者
さ
ん
は
無
事
帰
宅
で
き
た
も

の
の
、道
に
石
や
木
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
、安

芸・高
知
方
面
の
ス
タ
ッ
フ
は
帰
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。夜
8
時
頃
ま
で
病
院

で
待
機
し
て
い
た
と
こ
ろ
、患
者
さ

ん
よ
り
情
報
が
入
り
、山
越
え
を
し

て
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
年
シ
ー
ズ
ン
が
く
る
と
、思
い

出
し
ま
す
。毎
日
忙
し
い
け
れ
ど
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
が
で
き
た
事

を
大
変
う
れ
し
く
思
って
い
ま
す
。

　

私
の
心
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
何

と
言
って
も
忘
年
会
で
す
。

　

平
成
19
年
に
カ
ム
バ
ッ
ク（
出
戻

り
）し
て
き
た
年
の
忘
年
会
で
、理

事
長
よ
り「
あ
な
た
に
帰
っ
て
き
て

も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
」と
声
を
掛
け
て

頂
い
た
こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
毎
年
参
加
し
て
い
る
の

で
す
が
、忘
年
会
と
言
え
ば
当
在
宅

部
長
、花
形
ス
タ
ー
の
岡
林
正
美
嬢

（
嬢
？
）の
活
躍
で
す
。元
タ
カ
ラ
ジェ

ン
ヌ
か
と
思
わ
せ
る
容
姿
で
舞
台
を

駆
け
回
り
、毎
年
喝
采
を
浴
び
て
い

る
こ
と
は
皆
さ
ま
よ
く
ご
存
じ
と
思

い
ま
す
。

　

私
も
何
度
か
脇
を
務
め
て
き
ま

し
た
が
、寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
後

進
に
道
を
譲
り
ま
し
た（
笑
）。今

年
は
ど
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
観
ら

れ
る
の
か
、年
末
の
ひ
そ
か
な
楽
し

み
で
す
。ま
た
私
個
人
と
し
て
は
開

設
30
周
年
、40
周
年
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
て
、大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
30
周
年
記
念

の
冊
子
を
見
る
た
び
、10
年
と
い
う

歳
月
で
変
化
し
た
自
分
の
姿
に
戸

惑
って
い
ま
す
。

Message開設40年 スタッフのあゆみ

　

附
属
安
芸
診
療
所
に
勤
め
て
、は
や

35
年
と
な
り
ま
し
た
。理
念
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、当
法
人
は「
変
化・革
新
」

の
日
々
で
毎
日
が
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。

　

当
初
は
除
水
量
も
目
盛
り
で
判
断

し
、コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
も
な
く
、患
者
さ

ん
も
大
変
な
透
析
を
し
て
お
り
ま
し

た
。今
は
透
析
支
援
シ
ス
テ
ム
や
電
子

カ
ル
テ
な
ど
の
情
報
シ
ス
テ
ム
が
主
流

で
、キ
メ
細
か
い
管
理
が
お
こ
な
え
、患

者
さ
ん
の
透
析
も
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。反
面
、高
齢

者
、要
介
護
者
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
お

り
、合
併
症
、自
己
管
理
の
面
で
も
よ

り
一層
の
指
導・援
助
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
だ
け
で
な

く
、地
域
と
の
連
携
が
重
要
と
な
り
、

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、訪
問
看
護

も
始
ま
り
ま
す
。今
後
も
チ
ー
ム
が
一

丸
と
な
っ
て「
患
者
さ
ん
の
よ
き
理
解

者・援
助
者
」に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

附
属
安
芸
診
療
所
は
看
護
師
も
50

代
が
多
く
、お
互
い
労
わ
り
合
い
な
が

ら
の
勤
務
で
す
が
、若
者
の
成
長
を
妨

げ
る
こ
と
な
く
知
恵
を
絞
り
、精
進
し

て
行
き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

附属安芸診療所　看護師
清藤 加代子

栄養部　調理員
近藤 孝子平成23年度 尚腎会忘年会

第1回慰安旅行 宮崎 寺尾理事長＆寺尾副理事長

台風襲来で立ち往生
山越えでやっと帰宅

透析治療の「変化・革新」を
日々経験

一年の疲れを癒す
岡林一座

皆で繋いだ食事リレー
　

私
は
昭
和
60
年
に
給
食
調
理
員

と
し
て
入
職
い
た
し
ま
し
た
。今
年

で
勤
続
29
年
に
な
り
、栄
養
部
で
は

一番
長
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
お
話
を
頂
き
思
い
出
し
た
こ

と
は
、台
風
が
来
て
停
電
に
な
り
食

事
が
作
れ
ず
、手
動
で
ご
飯
を
炊
い

た
こ
と
で
す
。

　

リ
フ
ト
が
動
か
な
く
な
っ
た
の
で
、

他
部
署
の
職
員
の
皆
さ
ん
が
食
事

や
お
茶
な
ど
リ
レ
ー
で
運
ん
で
く
れ

ま
し
た
。も
う
食
事
を
出
せ
な
い
の

で
は
と
あ
き
ら
め
か
け
て
い
ま
し
た

が
、職
員
の
協
力
に
大
変
助
け
ら
れ

ま
し
た
。

時代の流れを実感した
33年間

大量失血事故
患者さんの回復祈った毎日

資格取得に挑戦した日々

託児所の歴史と共に
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入
職
前
、建
設
途
中
の
高
知
高

須
病
院
を
見
な
が
ら
、「
大
き
く
て

き
れ
い
な
病
院
が
出
来
る
ん
だ
、こ

う
い
う
所
で
働
け
た
ら
い
い
な
ぁ
」と

思
っ
て
い
た
頃
か
ら
早
い
も
の
で
13

年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

仕
事
面
で
は
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス

C
T
や
P
A
C
S（
モ
ニ
タ
ー
に
よ

る
画
像
診
断
）の
導
入
が
あ
り
、責

任
者
と
し
て
初
め
て
、業
者
さ
ん
と

の
連
日
の
面
談
や
院
内
各
部
門
と
の

打
ち
合
わ
せ
で
揉
ま
れ
、鍛
え
ら
れ

た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、撮
影
室
か
ら
は
病
院
周
辺

の
状
況
が
良
く
見
え
る
の
で
す
が
、

最
も
印
象
に
残
って
い
る
の
は
、事
務

所
の
職
員
が
台
風
の
暴
風
の
中
で
、

植
え
ら
れ
た
ば
か
り
の
街
路
樹
が

倒
れ
る
の
を
必
死
で
庇
っ
て
い
た
姿

か
も
し
れ
ま
せ
ん（
結
果
、木
は
守

ら
れ
ま
し
た
）。

画像診断部　診療放射線技師
一円 善史

　

昭
和
62
年
、栄
光
の
尚
腎
会
に
裏

口
か
ら
入
社
し
て
以
来
、今
日
ま
で

27
年
間
、尚
腎
会
職
員
の
皆
様
な
ら

び
に
患
者
さ
ん
の
方
々
か
ら
叱
咤
激

励
を
頂
き
、今
日
ま
で
歩
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
れ
ば
、27
年
間
に

わ
た
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
、附
属

安
芸
診
療
所
医
事
で
採
用
さ
れ
、本

院
事
務
職
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
が
、毎
年
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

人
生
、順
風
満
帆
に
歩
む
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。何
処
か
で
不
調
の

時
が
来
ま
し
た
。そ
ん
な
時「
灰
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
、小
さ
く
て
も
炭

の
ま
ま
で
い
な
さ
い
」と
言
う
言
葉

を
聞
き
ま
し
た
。小
さ
く
て
も
炭
の

ま
ま
で
い
れ
ば
、再
び
大
き
な
炎
を

燃
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
が
灰
に
な
って
も
我
が
尚
腎
会

は
永
久
に
不
滅
で
す
。

事務所
中島 政司

　

サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
、そ
れ
は
長
い

長
い
物
語
で
あ
る
。

　

私
が
就
職
し
た
昭
和
60
年
当
時
は

「
高
須
ク
リ
ニッ
ク
」の
名
称
で
あ
り
、医

療
機
器
も
ま
だ
ま
だ
発
達
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
、時
が
経
つ
に
つ
れ
設

備
投
資
や
改
築
な
ど
で
施
設・医
療
機

器
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
き
、名
称
も

「
高
知
高
須
病
院
」に
変
わ
り
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

98
豪
雨
で
は
病
院
も
大
浸
水
し
、多

大
な
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。そ
の
日
、私

は
車
が
水
没
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、歩
い

て
南
診
療
所
に
出
勤
し
ま
し
た
。患
者

さ
ん
も
来
院
で
き
ず
、厨
房
で
カ
レ
ー
を

作
っ
て
食
べ
、患
者
が
来
る
の
を
待
ち
、

夜
遅
く
ま
で
透
析
を
し
ま
し
た
。そ
の

後
、災
害
に
対
す
る
備
え
が
重
要
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、仕

事
を
教
え
て
も
ら
い
、勉
強
し
て
高
知

高
須
病
院
と
共
に
成
長
し
て
き
ま
し

た
、み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

寺
尾
理
事
長
の
40
年
は
、ま
だ
長
い

階
段
の
夢
の
途
中
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
、ま
す
ま
す
高
知
高
須
病
院

の
明
日
へ
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い

き
ま
す
。

臨床工学部　臨床工学技士
濱崎 能久

病棟　看護師
今橋 香

地域医療連携室　MSW
安藤 由美

リハビリ部　理学療法士
松本 節子

　

思
い
返
す
と
様
々
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。中
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
が
高
知
豪
雨
。あ
の
日
、未
曾
有

の
豪
雨
の
夜
が
明
け
、私
た
ち
の
街
は

泥
の
海
で
し
た
。

　

当
時
は
透
析
室
に
勤
務
し
て
い
て
、こ

の
日
は
夜
勤
予
定
で
し
た
が
、詳
細
が

わ
か
ら
な
い
ま
ま
家
を
出
て
、腰
ま
で

水
に
浸
か
り
な
が
ら
病
院
に
向
か
い
ま

し
た
。

　

病
院
に
近
づ
く
と
患
者
さ
ん
を
ゴ
ム

ボ
ー
ト
に
乗
せ
搬
送
し
て
い
る
職
員
を

目
に
し
、院
内
に
入
る
と
１
階
部
分
が

冠
水
し
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
途
絶
え
、ほ

と
ん
ど
の
機
能
が
停
止
し
て
い
る
状
態

で
し
た
。す
で
に
集
ま
っ
て
い
た
職
員
達

は
、患
者
さ
ん
の
対
応
や
病
院
復
旧
に

向
け
大
忙
し
。私
も
そ
の
波
に
呑
ま
れ

る
よ
う
に
駆
け
ず
り
回
り
、怒
涛
の一日

を
終
え
た
の
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
16
年
、月
日
が
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
す
ね
。あ
の
体
験
を
共
に
し
た

人
達
も
少
な
く
な
り
、少
し
寂
し
く
感

じ
ま
す
。高
知
高
須
病
院
は
40
歳
に
な

り
ま
し
た
。私
は・・・（
笑
）。

　

こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
発
展
し
て
い

く
で
あ
ろ
う
高
須
病
院
の
姿
を
も
う
少

し
見
守
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

　

高
知
高
須
病
院
に
就
職
し
10
数
年
に

な
り
ま
す
が
、そ
の
間
に
地
域
医
療
連

携
室
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

当
院
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
代
々

１
人
部
署
で
し
た
。私
も
就
職
後
し
ば

ら
く
は
1
人
で
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、経
験
も
浅
く
不
安
で
いっ
ぱ
い
で

し
た
。

　

当
時
、寺
尾
理
事
長
は
時
々
相
談
室

に
足
を
運
ん
で
下
さ
り
、「
１
人
で
大
丈

夫
？
増
員
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
、移
転
時
に
は
人
数
を
増
や
す
か
ら

ね
。」と
声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。そ

の
言
葉
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
、移
転
前
に
2
人

体
制
と
な
り
、現
在
は
地
域
医
療
連
携

室
と
し
て
看
護
師
1
人
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
3
人
体
制
で
業
務
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
東
部
専
任
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
配
属
さ
れ
た
こ
と
も
長
年
の

歴
史
の
中
で
大
き
な
変
化
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

　

1
人
体
制
だ
っ
た
時
代
を
経
て
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
増
員
さ
れ
、今
は
い
つ
で

も
部
署
内
で
相
談
し
合
え
る
環
境
で
あ

る
こ
と
に
心
強
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。時

代
と
共
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
求
め

ら
れ
る
役
割
も
変
化
し
て
い
ま
す
が
、地

域
医
療
連
携
室
一同
、今
後
も
常
に
患
者

さ
ん
や
家
族
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、

よ
り
よ
い
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

医事課
中西 喜美江

　

高
知
高
須
病
院
開
設
40
周
年
の

歴
史
の
中
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

と
て
も
誇
ら
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
高
知
高
須
病
院
と
巡
り
合

っ
た
の
は
、昭
和
63
年
5
月
の
こ
と
で

し
た
。ち
ょ
う
ど
人
生
の
半
分
を
高

知
高
須
病
院
と
共
に
過
ご
し
て
き

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
初
半
年
間
だ
け
の
勤
務
予
定

が
、今
日
ま
で
に
至
っ
て
い
る
の
は
、

先
輩
方
や
仕
事
仲
間
に
恵
ま
れ
、た

く
さ
ん
の
方
の
ご
指
導
の
お
か
げ
だ

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。今
ま
で
出
会

っ
た
方
や
、こ
れ
か
ら
の
出
会
い
を
も

っ
と
大
切
に
し
て
、さ
ら
な
る
高
知

高
須
病
院
の
未
来
に
向
け
て
、医
事

課
一同
、笑
顔
を
忘
れ
ず
、力
を
合
わ

せ
て
躍
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
が
こ
の
病
院
に
入
職
し
た
の
は

平
成
17
年
2
月
1
日
で
す
の
で
10

年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
初
は
リ
ハ
ビ
リ
の
施
設
基
準
の

取
得
、機
能
や
役
割
を
定
義
づ
け
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、他
部
署
の
助
け

を
借
り
な
が
ら
、楽
し
い
リ
ハ
ビ
リ
を

モ
ッ
ト
ー
に
、時
に
は
厳
し
く
、時
に

は
面
白
お
か
し
く
楽
し
く
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
室
は
4
階
で
南
向
き
と

い
う
恵
ま
れ
た
空
間
で
す
の
で
、患

者
さ
ん
と
景
色
を
眺
め
な
が
ら
人

生
に
つい
て
教
わ
る
こ
と
も
多
く
、物

の
見
方
や
考
え
方
等
も
勉
強
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

元
気
に
な
っ
て
無
事
リ
ハ
ビ
リ
を

卒
業
さ
れ
て
も
、院
内
で
お
会
い
す

る
と
遠
く
か
ら
手
を
振
っ
て
い
た
だ

け
た
り
、声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

り
と
、高
知
高
須
病
院
の
患
者
さ
ん

は
本
当
に
元
気
だ
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
も
人
員
増
員
し
、今
後

も
新
た
な
取
り
組
み
に
向
け
、尚
腎

会
の
40
周
年
の
歴
史
に
恥
じ
な
い
よ

う
リ
ハ
ビ
リ
部
と
し
て
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Message開設40年 スタッフのあゆみ

情報管理部
山中 理司

　

私
が
入
社
し
た
当
院
の
昭
和
時
代

は
、予
算
統
制
が
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
よ
っ
て
指
導
、管
理
さ
れ
て
お
り
、決

算
の
財
務
諸
表
を
基
に
経
営
分
析
が

行
わ
れ
、主
要
者
へ
の
報
告
が
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、す
べ
て
ア
ナ
ロ
グ
で
し
た
。

　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
報
告
と
し
て
、方
眼
紙
に

物
差
し
を
使
い
、24
色
マ
ー
カ
ー
で
グ
ラ

フ
や
表
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。フ
ァ
ミ

コ
ン
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、ま
だ
ワ

ー
プ
ロ
や
Ｐ
Ｃ
は
一
般
的
に
無
か
っ
た
時

代
で
す
。

　

そ
の
後
の
進
化
と
し
て
、そ
れ
を
写

真
に
し（
撮
影
ラ
イ
ト
が
熱
か
っ
た
）、外

部
へ
ス
ラ
イ
ド
作
成
を
委
託
、ま
た
、コ

ピ
ー
紙
か
ら
O
H
P
フ
ァ
イ
ルへ
転
写
し

て
報
告
を
し
て
い
た
の
が
そ
の
こ
ろ
で

す
。

　

現
在
は
各
人
が
P
C
の
ソ
フ
ト
に
よ

り
自
由
自
在
に
報
告
文
か
ら
表
、グ
ラ

フ
、動
画
ま
で
使
い
こ
な
す
時
代
で
す
。

作
る
側
も
、見
る
側
も
30
年
で
こ
こ
ま

で
進
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
10
年
間
隔
で
情
報
の
作

り
方
、見
せ
方
が
ど
こ
ま
で
進
化（
変

化
）す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、情
報

授
受
は
口
、耳
、目
、振
動
か
ら
の
基
本

に
加
え
、そ
の
他
の
体
感
も
加
わ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

第1回高須カンファレンス

高知豪雨、、、
怒濤の一日を終えて

より細かな支援を目指して

病院と共に
成長してきた私

モットーは楽しいリハビリ

揉まれ鍛えられた13年間

人生の半分を
すばらしい仲間と共に

時代はアナログから
デジタルへ

小さくても
炭のままでいなさい
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退 院 前

職 場 探 訪 　12
地域医療連携室ソーシャルワーカーの仕事、

ご存知ですか？

　毎日の入院患者さんをカルテで確
認、担当のケアマネジャーさんがいる
場合は、入院前の様子をお聞きし、病
棟スタッフと共有し支援の計画を立て
ます。

　患者さん、ご家族の希望を伺いな
がら、院内スタッフとのカンファレンスな
どで治療やリハビリの進み具合、退院
の時期などを確認し、院外の事業所
（ケアマネ・デイサービス・ヘルパー・訪
問看護など）と連絡を取り合います。

入 院 時

　　患者さんが利用するサービス事
業所と当院のスタッフが一同に会する
サービス担当者会を設けます。この担
当者会は患者さんを中心としたプロジ

入 院 中

　患者さんの退院後の生活を具体的に想定するため、
早めに理学療法士とご自宅を訪問しています。
　可能な限り、ケアマネジャー、住宅改修福祉用具業者さんにも来ていただき、
住宅改修の場所や退院後のサービス内容をみんなで一緒に考えます。

　ソーシャルワーカーは直接治療をお
こなったり、サービスを提供するわけで
はありませんが、このように相談、調整
の役割を担い、院外と院内のチームを
つないでいます。退院後もケアマネジ
ャーや事業所より連絡をたくさんいた

だきます。そのため持っているＰＨＳは
フル稼働です。
　今後も患者さん、ご家族の思いを
できるだけ反映した支援をしていきた
いと考えています。お困りのことがあり
ましたら、ご相談ください。

こんな感じに
なりました！！

■台所を通って居間に行く導線にポジションバーを設置
■トイレ・寝室へつながる廊下までに置くタイプの手すりを設置
■手すりから手すりまでに距離があったため、隣の部屋の棚を
　皆で運んで支えに

《介護保険を利用した住宅改修の一例》

ソーシャルワーカー　大倉 恵子

ェクトチーム！ここでサービスの予定と
患者さん、ご家族の希望を再確認し、
退院へ。

　平成26年10月1日、「訪問看護ステーションたかす」
および「居宅介護支援事業所ケアサポートたかす」を
開設しましたので紹介します。

　現在、透析、糖尿病、CKD、難病の方に訪問さ
せていただいています。
　お独り暮らし、老夫婦のご家庭は内服管理がで
きていないことが多く、とても心配しています。
　在宅ケアは、病気や障害の管理だけではなく、
そこから引き起こされた生活障害と、その影響によ
って療養者ご本人とご家族が、生活に困難をきた
さないようにサポートすることです。
　また、退院直後から数週間は病状も不安定で、
訪問看護の必要性が高い時期です。退院患者さ

んやご家族が自信をつけながら、安心して在宅療
養生活が継続できるように支援することも大きな役
割のひとつとなっています。
　入院中から自宅で暮らしていくために療養者、
家族、多職種が同じゴールを目指し、連携していく
ことが必要です。
　ご入院中の方、外来患者さん、透析患者さんな
ど、ご自宅での療養生活で気がかりなこと、心配な
ことがあればお気軽にご相談ください。安心できる
暮らしをサポートしていきます。

　在宅で生活する利用者さん・ご家族のお手伝
いをすることができるようになりました。
　開設後、開設したことのお知らせと利用者獲得
に向け、地域包括支援センター・各病院をはじめ、
たくさんの施設にごあいさつに伺いました。
　どこに行っても「高知高須病院と言ったら地域
医療連携室にお世話になっています」と声をかけ

【連絡先】
訪問看護ステーション たかす
TEL088-878-3021
居宅介護支援事業所 ケアサポートたかす
TEL088-878-3016

て頂けました。地域医療連携室の実績が、大きな
信頼を築いていることがわかり、高知高須病院の
職員ということで快く対応していただけました。
　今までの当院が築いてきた信頼を失うことなく、
高知高須病院チームの一員として利用者さん・ご
家族さんの力になれたらと考えています。

居宅介護支援事業所 ケアサポートたかす
管理者・ケアマネジャー　南 聖子

訪問看護ステーション たかす
管理者・看護師　福留 孝江

訪問看護ステーション たかす
居宅介護支援事業所 ケアサポートたかすを

開設しました。

　

現
在
、本
院
3
人
、東
部（
安
芸・室
戸
）1
人
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
地
域
医
療
連
携
室
に
所
属
し
て
お
り
、透

析
の
こ
と
、医
療
費
の
こ
と
、受
診
の
こ
と
な
ど
毎
日
多
様

な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
入
院
中
の
患
者
さ

ん
へ
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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勤続10年表彰

勤続20年表彰

学 会 名 開催地 演 題 名 部署名 演者名発表日
第64回日本病院学会 香川県 当院の透析患者分布についての考察 情報管理部 山中 理司7月 3日 学

会
・
研
究
会 

発
表
実
績

発
表
期
間

7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日

第64回日本病院学会 香川県 ＳＰＤの運用改善 管理部 森木 幸7月 4日
第64回日本病院学会 香川県 未収金発生防止と回収に向けて 総務部 射手 大河7月 4日
第64回日本病院学会 香川県 医療廃棄物処理料削減への取り組み 総務部 北岡 啓介7月 4日
第64回日本病院学会 香川県 再雇用制度の整備に向けた取り組み 総務部 吉田 哲也7月 4日
第64回日本病院学会 香川県 物品受注の見直しが用度業務断片化に及ぼす影響の検証 総務部 黒川 誠7月 4日
第95回日本泌尿器科学会四国地方会 香川県 遺伝性前立腺癌と考えられた一家系 医　局 山本 洋之7月 5日
第12回日本医療マネジメント学会高知県支部学術集会 高知県 販売管理システム機能追加による業務改善 管理部 小島 昇平8月24日
第12回日本医療マネジメント学会高知県支部学術集会 高知県 災害時における送迎車両の適切な避難対策 管理部 中島 政司8月24日
第12回日本医療マネジメント学会高知県支部学術集会 高知県 入院診療録（電子カルテ）監査への取り組み 診療報酬情報部 寺尾 尚一郎8月24日
第12回日本医療マネジメント学会高知県支部学術集会 高知県 出張手配業務の効率化について 総務部 中平 仁史8月24日
第12回日本医療マネジメント学会高知県支部学術集会 高知県 透析患者の退院支援への取り組み 病　棟 田邊 美幸8月24日
第12回日本医療マネジメント学会高知県支部学術集会 高知県 職場の環境改善　～5Sを使って～ 本院医事 中西 喜美江8月24日
第12回日本医療マネジメント学会高知県支部学術集会 高知県 透析装置の透析開始チェック、感染管理ベストプラクティスを実施して 臨床工学部 濱崎 能久8月24日
第9回クリアランスギャップ研究会 広島県 HDFにおける尿素CLの理論計算を用いたCL-Gapの臨床評価② 臨床工学部 仙頭 正人8月30日
第9回クリアランスギャップ研究会 広島県 CL-Gap・S.T.S.とVA狭窄部位について 臨床工学部 仙頭 正人8月30日

学 会 名 開催地 演 題 名 部署名 演者名発表日
第9回クリアランスギャップ研究会 広島県 体液量の誤差は生命予後に影響を及ぼすのか？ 臨床工学部 小川　晋平8月30日
第9回クリアランスギャップ研究会 広島県 CL-GapとVA狭窄部位の関連性について 臨床工学部 濵田 あすか8月31日
第20回日本腹膜透析医学会学術集会 山形県 南海トラフを震源とする大規模地震に備えたPDの震災訓練 臨床工学部 田村 勇人9月 6日
第47回中四国支部医学検査学会 愛媛県 血液透析患者における血清亜鉛濃度の関連因子と2年後の経過 検査部 北村 理恵9月13日
第47回中四国支部医学検査学会 愛媛県 糖尿病腎症のCKD4-5期におけるHｂA1ｃとグリコアルブミンによる評価の検討 検査部 坂出 佳代9月13日
第19回日本糖尿病教育・看護学会学術集会 岐阜県 １型糖尿病患者の集いをおこなって　～ワールドカフェ方式を用いて～ 外　来 前田 千佐9月20日
第56回全日本病院学会 福岡県 未収金発生防止と回収に向けて 診療報酬情報部 本山 智代9月20日
第56回全日本病院学会 福岡県 特別休暇の届出方法是正への取り組み 総務部 野島 真弓9月20日
第56回全日本病院学会 福岡県 職員情報の一元管理 総務部 西村 知之9月20日
第56回全日本病院学会 福岡県 ケアマネージャーが当院ソーシャルワーカーに求める連携について 地域医療連携室 藤田 真依9月20日
第56回全日本病院学会 福岡県 患者サービス向上 本院医事 中西 喜美江9月20日
第56回全日本病院学会 福岡県 DPCデータを活用した診療内容検証への取り組み 診療報酬情報部 寺尾 尚一郎9月21日
第56回全日本病院学会 福岡県 退院サマリーの早期完成をめざして！ 診療報酬情報部 市川 佳代9月21日
第56回全日本病院学会 福岡県 自立支援医療（厚生医療）の速やかな申請を目指して 総務部 射手 大河9月21日
第35回日本アフェレシス学会学術集会 東京都 リクセルの長期使用経験と臨床効果について 臨床工学部 細川 和宣9月26日
第1回腎と栄養研究会 東京都 CKD病期4の高齢者における栄養指導の検討 栄養部 西川 薫9月27日

　平成26年度尚腎会忘年会（12月13日サンピア）にて、永年勤続職員の
表彰式が執り行われました。今年度は10年勤続表彰20人、20年勤続表
彰2人、そして30年勤続表彰は4人の方が対象となりました。表彰されたみ
なさん、長期間の勤務、ありがとうございます。日々 の努力のなかで培われ
た知識や経験を生かし、今後
ともよろしくお願い致します。
　永年勤続職員を代表いた
しまして、30年勤続表彰を受
けられた小松登美さんの謝
辞の言葉（一部抜粋）を紹介
致します。

　腎のトータル医療と患者さんにより良い医療の提供のた
めに、常に新しい知識と技術を導入され、今後も更に医療
と介護において、地域に貢献していく尚腎会で勤務させて
いただくことは、私達にとって感謝と喜びです。
　30年前、「高知高須病院は良い病院ですよ」と紹介さ
れ、「良い病院の良い看護師になりたい」と努力してまいり
ました。
　自分にとっては、あっという間の30年でした。
　色々な挑戦の機会ごとに大変なこともありますが、挫折
ややりがいや達成感を経験することで成長することができ
ました。
　寺尾理事長、副理事長をはじめ上司、同僚、スタッフの
皆さんに励まされ、支えられての30年だと思います。
　今後も尚腎会のより一層の発展のために、微力ながら貢
献できるように努力してまいりたいと思います。

成長することができた30年間
地域に貢献できる尚腎会勤務に喜び

30年勤続表彰職員（寺尾理事長と一緒に）

昭和58年12月21日採用
昭和59年3月21日採用
昭和59年5月1日採用
昭和59年5月10日採用

太田 由里
井上 美和
小松 登美
河村 まさ子

附属安芸診療所外来看護師
診療技術部課長代理
附属安芸診療所師長
透析室統括師長

平成6年1月4日採用
平成6年3月21日採用

渡辺 真理
村越 香織

透析室看護師
病棟副主任

平成15年11月1日採用
平成16年1月1日採用
平成16年1月27日採用
平成16年2月1日採用
平成16年2月16日採用
平成16年3月1日採用
平成16年3月8日採用
平成16年3月15日採用
平成16年3月15日採用
平成16年3月15日採用
平成16年3月15日採用
平成16年3月21日採用
平成16年4月1日採用
平成16年4月1日採用
平成16年4月1日採用
平成16年4月1日採用
平成16年4月1日採用
平成16年4月5日採用
平成16年4月7日採用
平成16年5月10日採用

小松 里美
戦 泰和
島田 美知代
中屋 和美
澤本 信一
中村 晃子
井上 有花
柳本 周二
竹内 早紀
山下 真実
德弘 健介
横山 雄三
河村 紋子
山本 隼也
大石 真弓
山本 加奈
濵田 龍一
横山 直子
宮﨑 みずえ
西川 薫

病棟看護師
附属安芸診療所院長
外来副主任
室戸クリニック看護師
車両運転手
透析室看護師
手術室看護師
透析室介護福祉士
透析室介護福祉士
透析室介護福祉士
病棟介護福祉士
病棟介護福祉士
病棟介護福祉士
臨床工学技士副主任
臨床工学技士
臨床工学技士
臨床工学技士
病棟看護師
透析室看護師
管理栄養士

附属安芸診療所師長　小松 登美

勤続30年表彰

人生いろいろすずなりリレー第30回 西森 加栄 さんから → 透析室3 看護師 岡村 貴子 さんへ

　

私
の
小
さ
な
楽
し
み
は
漫
画
を
読
む
こ
と
。中

で
も
子
育
て
漫
画
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
お
ス
ス
メ
な
の
が
、「
マ
マ
は
テ
ン
パ
リ
ス
ト

（
通
称
／
ママ
テ
ン
）・集
英
社
発
刊
」で
す
。わ
た
し

も
男
の
子
の
育
児
に
奮
闘
中
で
す
が
、こ
の
マ
マ
テ

ン
は
い
わ
ゆ
る「
男
の
子
あ
る
あ
る
」と
言
い
ま
す

か・・、男
の
子
を
育
て
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
、き
っ

と
、「
あ
ー
あ
る
あ
る
」と
手
を
打
っ
て
笑
っ
て
し
ま

う
様
な
内
容
で
す
。

　

男
の
子
の
か
わ
い
さ
、ち
ょっ
と
ド
ジ
な
と
こ
ろ
、

子
供
ら
し
い
と
こ
ろ
、ぷ
ー
ー
ー
っ
と
笑
っ
て
し
ま
う

想
像
も
で
き
な
い
言
動
が
満
載
で
す
。

　

ち
ょっ
と
育
児
に
疲
れ
た
時
や
、時
間
が
あ
る
時

に
こ
れ
を
読
ん
で
は
、ま
た
、息
子
と一緒
に
が
ん
ば

る
ぞ
、と
力
が
出
て
く
る
作
品
で
す
。男
の
お
子
さ

ん
の
い
る
パ
パ
、ママ
、ぜ
ひ
ご一読
下
さ
い

　

女
の
子
子
育
て
中
の
方
に
は
、高
野
優
さ
ん
の

「
子
育
て
ハ
ミ
ン
グ
日
和（
学
習
研
究
社
発
刊
）」。

こ
ち
ら
は
、女
の
子
育
児
の
ほ
ん
わ
か
感
が
醸
し
出

さ
れ
て
い
る
作
品
で
す
。こ
ち
ら
も
是
非・・・。

私
の
小
さ
な

楽
し
み

私
の
小
さ
な

楽
し
み

地域包括ケア病床のご案内
　現在、国の施策として、重度な要介護状態
となっても住み慣れた地域で自分らしく生活で
きるように医療、介護、予防、住まい、生活支
援が一体的に提供される地域包括ケアシ
ステムの構築に向けて進んでいます。
　これを受けて、当院でも病床再編に取
り組み、検討を重ねてきました。
　そして、H26年10月より63床のうち27床
を、「地域包括ケア病床」へと変更しまし
た。
　地域包括ケア病床とは、急性期治療を終了

し、すぐに在宅や施設へ移行するには不安の
ある患者さんに対して、在宅復帰に向けて医
療管理、診療、看護、リハビリを行うことを
目的とした病床です。
　早期に在宅へ帰れるよう「在宅復帰支援
計画書」に基づいて、主治医、看護師、リハ
ビリスタッフ、医療相談員等が協力し、チ
ーム医療で効率的に患者さんのリハビリ
や在宅支援（相談、準備）などをおこなって
います。
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